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・ 災害医療-６ DMAT（災害医療チーム）隊員割合

６．災害医療【指標６ DMAT（災害医療チーム）隊員割合DMAT隊員割合(N=47, 平均=1.0, 標準偏差=0.6)
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（人口10万対）

・ 「災害のときに、どこが医療を行うのか」を見るための指標として用いています。

・ 東京都が最も高く、北海道が最も低い結果です。平均値は 1.0、標準偏差は 0.6 です。

・ 地域的な傾向は特に見られません。
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